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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和５年１１月１３日（月）  

 

２ 確認箇所 

雨水処理設備（モバイルＲＯ膜装置及び付帯設備） 

 

３ 確認項目 

雨水処理設備（モバイルＲＯ膜装置及び付帯設備）の現況 

 

４ 確認結果の概要 

  タンクエリアの堰内に溜まった雨水は、雨水回収タンクに回収され放射能

分析を行い、散水基準を満たしていることを確認した後に発電所構内に散水

されている。 

雨水回収タンクへ貯められた雨水を分析した結果、基準※を満たさない場

合は、逆浸透膜装置（以下「ＲＯ膜装置」という。）で処理される。今回は

雨水を処理するＲＯ膜装置の一種であるモバイルＲＯ膜装置や関係するタン

クを確認した。 

また、ＲＯ膜装置で処理した際に残るＲＯ濃縮水は、多核種除去設備（Ａ

ＬＰＳ）で処理されるが、ＲＯ濃縮水をＡＬＰＳで処理する前に不溶性物質

の濃度を低減させるための設備である雨水ＲＯ濃縮水移送フィルタユニット

を確認した。（図１）（前回確認：令和５年８月２１日） 

※134Cs, 137Cs, 90Sr, 3H の放射性物質濃度を測定し、告示濃度限度比の和が 0.22 以

下。 

・モバイルＲＯ膜装置は、５つのコンテナにそれぞれモバイルＲＯユニット

Ａ系からＥ系が格納されており、今回はＤ系を確認した。東京電力の担当

者によれば、現在主に使っているのはＣ、Ｄ、Ｅ系であり、ＡＢ系は予備

機としているとのことだった。 

・モバイルＲＯ膜装置は、保安フィルタ、加圧ポンプ、ＲＯ膜、脱塩装置及

び配管等で構成され、装置全体は堰で囲われており、堰内部には漏えい検

知器が設置されていた。（写真１）（写真２） 

・雨水ＲＯ濃縮水移送フィルタユニットは、ＲＯ濃縮水を多核種除去設備

（ＡＬＰＳ）で処理する前に不溶性物質を取り除くフィルタで処理するこ

とによって、後段のＡＬＰＳに対する負担を低減する目的で取り付けられ

ている設備であり、現地確認時、フィルタエレメントの交換作業を行って

いた。（写真３） 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/593950.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１） 

雨水受入タンクの外観 

 

 

（写真２－１） 

モバイルＲＯ膜装置コンテナの外観 

 

 

 

（写真２－２） 

モバイルＲＯ装置の状況 
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（写真２－３） 

加圧ポンプの状況 

 

 

 

（写真２－４） 

脱塩装置の状況 

 

 

（写真２－５） 

漏えい検知器 

 

 

（写真３） 

雨水ＲＯ濃縮水移送フィルタの状況 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

雨水ＲＯ濃縮水移送フィルタ 


